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6 テ yキボート 1¥1)材のIfrJ免(2)

6 デッキボード部材の開発(2)

ーデッキボード部材の尿外暴露試験一

6.1 緒言

デ yキボードは、中小径材の有効な利用途とし

ての可能性が大き L、。デッキボ ードは単に住宅外l

部材としてだけでなく 、景観的に も優れた材料と

して自然公園の遊歩道などの需要がある。さらに

木材利用の観点からは、四方柾の角材とすること

で

①丸みを有する部材も、丸み面をデッキボー ト

の裏面とすることで有効に利用できる。

②板目の面をもたないので、膨潤 ・収縮によ る

材面割れを減らすこ とができ、結果とし て、

耐久性の向上にもつながる。

③部材が正割のため、膨潤 ・収縮による幅そ り

を減らすことができ、部材のそりによる釘抜

けも減らすことができる。

なとの点、が期待できる。部材の形質の屋外におけ

る変化につ いて 、 実~iE を得る こと が本試験の U(Y，J 

である。

6.2 研究の方法

6.2.1 試験材

試験材は径級14-20cmのカラマツ素材を 4ツ
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実IJにし、野物寸法 7cmの四方柾を製材した(出1

6-1)。乾燥は、高出条件に よる蒸気式の人工乾

燥をおこな った。仕上がりの平均台水率は10.8%

であ った。人 L乾燥後に材長180cmにそろえ、木

Ll断rf竹63mmfJ]にプレ ーナ仕トーげとした。;郁4イの

k出のl均端部はルータによ り半伴 4mmの面取り

をした。

6.2.2 防腐処理

防腐処理として、①クロム ・銅 ・ひ素化合物系

防腐剤の加圧注入(以下処盟材を CCAと記す)、

②アルキルアンモニウム化合物系防腐剤の加出注

入(同AAC)、さらに比較対照として③無処理

の計 3条件とした (表 6-1)。防腐処聞による薬

波注入量はCCAで'153kg/m'、AACで255kg

/m3で悶形分の作入量でそれぞれ4.9kg/m3、

6.4kg/m:!であった。これらは、針葉樹の構造用

製材の 11本農林組絡による薬剤JI以収量の性能|天分

K3科1'1'1である。心材が多くを山めて いる ので、

デッキボー ド部材の表隔に防腐薬剤がn人され、

仁1 I心部は未注入のままだった。 沌人処J~1後約 l ケ

片IWの養生をした。

o o o 材色測定個所

ー 寸法測定個所

180cm • 
図 6-1 試験材の木取り 図 6-2 測定部位

表 6-1 防腐処理の概要

防腐処理 ;主入処理日 薬，夜注入量 (浪度wt%);主入条件

CCA 1995年9月9目 前排気 93kPa[700mmHg)、 30分

加 圧 :1.6MPa [1 5kgf/cm2)、120分

後排気 93kPa[700mmHg]、 30分

153kg/m3 (1.9%) 

AAC 1995年9月11日

望者処理

注)wt%とは重量の百分率である。

同上 255kg/m3 (2.5%) 
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月間 (1996年 4月)までの時点では重量は大きな

変動はなく 、暴露環境ドの状態へ移行する期間で

ある。さらにその後の推移は、暴露環境の影響を

受けていると考える。 7~ 8 )]で極小、 11):1で極

大の変化をくりかえしている (図 6-6)。

6.2.3 屋外暴露試験

|坊腐処出13条件ごとに、デソキボ ー ド部材を 3

本ずつ選び、アスフアルト舗装の 1..25cmにおき 、

以外暴長させた ('な真 6-1) (暴言再開始111995年

10月3L1)。

6.2.4 測定

重量および部材の形質変化を、暴露開始から 5

週間Hまではほぼ 2週間おきに、その後は lヶバ
おきに測定した。 測定日は数日 l1iJの降/1<のなかっ

たF1を選んだ。

6.2.4.1 混IJ色および光沢

部材の色および光沢は、 l本の部材につき 3カ

所を 4材l白について測定した(凶 6-2)。

6.2.4.2 形質変化

部材の形質変化のうち寸法については、デッキ

ボー ドの j--而において、前述の材色および光沢と

同じ位罰で損IJJjごした(凶 6-2)。部材の欠点(判

I面害IJれ、i出がり 、ねじれ)の発生状削は、部材の

木口を|除く材ItU(.1 IfiJ)について測定した。なお、

ねじれについては部材の一端を水平面1に同定し、

他端における水平|向ーから材縁までの距離を測定し

た ([?<16-3)。
デッキボードの屋外曝露試験

ねじれ量の測定

E式験材番号 . 

↓oEj B 

C 

図 6-3

写真6-1

6.3 試験の結果と考察

部材の材 IIlIは、試験番号の表71'を左fJjlJに、AI削

を'l吉に Lになるようにして、Tfiij側から JII員に B、

C 、Dlliiとした (凶 6-4)。比較による数値すな

わち毛旨壇家化率、断Ifii積変化本、 および色元は、

部材の|的関薬剤注入rjiJの測定値 0995"1.-:9)j8 11 

のlI!ifi，における測定的)を基準と し、経過H数に

ついては、暴露開始U (1995年lOfJ3日)を基準

測点1

測点、2

;~IJ点、 3
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注入による膨潤

|坊腐薬剤lの?を人によって断由ーが膨潤した

の。断面積の増加は、j主人による重量増、

ちは:八最とほぼ比例 した関係がある。 また、

に近い箇所の膨制が大きいと考えることができる

が、本試験の注入景では、木口から30cm離れた

測点、 lおよび 3と、木Uから90cm離れた測点 2

とで:;11長潤の茅ーはほとんとなかった。

6.3.2 重量の変化

6.3.1 

O 

o 2 4 6 8 10 

養生 1ヶ月後の重量増加率 (%)

図 6-5 注入量と断面積変化率

CCA、AACともに、 ?l人により暴高開始け

において重量地となっている。 足蕗開始後約 6ヶ

~ 8 
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たのに対して、CCAではi駐4イ部のH切れとなっ

た箇所が少し浮き上がっていたものの材面は平滑

でささくれの心配はなかっ た (写真 6-2)。

ねじれ量の変化

ねじれ量の経時変化を凶 6-8に示す。

ねじれ量は、材長180cm・幅約63mmに対するね

じれ量(mm)であらわしている。出入処理によっ

て lmm程度のねじれが生じたが、その後大きな

変動はない、すなわち、重量や断而積の変化とは

異なり 、暴露環境の影響をほとんと受けない。

ACは無処理に近い傾向を示している。ね じれ量

の変動幅が大き く、また変化が繰り返されると釘

抜けの誘因となりうるが、本結果の程度では実用

|の問題はなく四ツ害IJの木取 りの効呆はあっ た。

また部材の長さを短くすることによりみかけのね

じれを少なくすることは可能である。

6.3.6 色の変化

山人によって CCAは色の変化が大きかった

しかし暴露開始後の変化は

なお、

A 

6.3.5 

断面積の変化

暴露開始後の経過は、重量比の場合とほぼ同 じ

傾向で年間の変動を繰 り返し ている(凶 6-6)。

また円方祉の木取りであったため幅方向と厚万向

の変化にほ大きな差はなかった。年間の変動幅は

=1::0.7%、すなわち部材の幅では =1::0.3%で変化を

繰り返している。

6.3.4 割れ数の変化

材面iの害IJれは、I脅減をくりかえしながらも増加

している(凶 6-7)0 CCAは年輪に沿った害IJれ

である のに対し、 AACと無処理材は早材の部分

にも納|かな割れが発生していた。材面ごとでの発

生を、例 として無処理でみると(図 6-7)、AI同

が最も多く 、 裏側に相~する C 面あるいは部材の

側面に相当するBおよびD雨でははるかに少なかっ

この傾向はAACやCCAについても同じで

日光および、降水の影響による劣化と考える

ことができる。 AACや無処理の材而は、 かなり

ザ‘ラザラの触感で、浸食を受けささくれだってい

6.3.3 

た。

あり 、
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少なか った。AACは透明に近い防腐薬剤lである

が、処1!M木材も無処即に近い変化を1]¥し、 11寺聞の

粁j品とともに色差が大きくな った。 2年経過後で

は、 3梧舶の部材に共通して明度 (L*)の低卜、

彩!主の低 卜をlLtめた。すなわち肉眼的には、 黒灰

色 (CC Aはやや緑色を情びている ) になった。

部材の側面(8、D巾)および裏面i(C面)では、

720 L 1経過後もなお初期jの木材の色を維持してい

た。

6.4 屋外暴露試験のまとめ

本試験の防腐処理材の1111{ンia，J5は未住人のままで

あるので、本暴露試験では、 「ーとして表面状態の

比較と考えてよ L、。約2年間の屋外暴露の結巣か

ら、以ドのことがわかった。

1 )重量と断l面禎 (;1";去)は7~ 8)jを件;小n、

11)jを尚人JJとする季節的な変化をしていた。

2 )断面績では:i::0.7%、(凹万fltであるので附

と呼は阿佐度の変化 と凡なすと )部材の帽で は

:i::0.3%での変化を繰り返していた。

3) '，I;IJれ数の調合hi去については、書IJれ数を，1I 

7J[IJ する のではな く 、 I j 似の ための百十fdlíき.~~f\を定め、

これによるべきである。

4) 1坊腐処1111では耐候件ーの1(，]1..(ま難しく 、また

材l同書IJれの|り]i1..対1)*も期待できなL、。 したがって

木材保護塗装などのIfli-t似性処凡!を併Jf1するべきで

ある。

5 )デッキボート却5f;fを接地させなければ、材

の I-.I(fi(本試験ではAIfli) にf重点的にlfii-t候性の処

開 (木材保護塗装なと)をす るだけでも、保護刻j

~がWH寺できる 。

6 )暴露に よるねじれの定化は、四万柾木取り

だと 180cm長 ・ 63mm角で 1~2mmである。部

材の長さ を短 くするなどのくふう によ って、実用

上のねじれをよ り少な くすることができる。

7)防腐薬剤を注入した ことによ ってねじれが

λ-きくなることも小さくなることもない。したがっ

て、ねじれの少ない ものを選別して使用すべきで

ある。

要旨

カラマツ中小径材の用途として、デッキボー ド

を検品した。部材は、 I-t目の丸太を四ッ割りに製

材し、四}j"祉の角材を得fこ。防腐処理は CCA、

AACおよび対照j刊の無処即の3条件とし、犀外

暴露させ、部材の形質変化を観察した。約 2'.f聞

の結束から、以下のことがわか った。①事量と断

l[rÍ の、n去は 7~8 片を極小川、 1 1)-1を極大 )j とす

る伴走化があり 、部材 のl隔は ::!::O.3%の変化を繰

り返していた。 ②接地させなければ、部材の 卜".1古i

を吊(}~J . ~ (ドjに耐候性の処111j(木材保護塗装など)を

するだけで、保護効)I!を期待できる。③ねじれは、

円ノJ柾 ・180cm長 ・63mm角で 1~ 2mmの変化

があ る 。 i~i5材を短 くし て 、 実 111 1..のねじれを少な

くすることができる。④材色(心、ずれの防腐処理

においても彩j支とり11.支がさが った(すなわち黒j火

色に近くな った)。

キーワ ー ド:防腐処fIH、 I:~ J小伴材、 デッキボ ー ド 、

形質変化、 屋外暴露試験

左から/¥.-'1.C、CC:¥、無処理 (CT Ll 

写真6-2 屋外暴露 2年後の材面の状況
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